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要 約

本研究では，野生ニホンジカの省力的捕獲への使用を目的として，等身大のシカ模型に対する野生ジカの

行動反応を調べた。デコイに対して，回避および逃避行動を示した個体はたった３頭であり，ほとんどのシ

カがデコイに警戒心を抱くことなく様々な行動反応を示した。デコイを視る，嗅ぐ，触れるなどの探査行動

を示した個体は，向山牧場で春季に39％，秋季に46％，静内牧場では73％だった。また，デコイに対して，

野生雄ジカによる性行動が観察された。さらに，デコイを１体設置（0.7±2.2回／100カメラ日）したよりも

複数設置（35.4±58.2回／100カメラ日）したときに，休息行動を示したシカの撮影頻度が多かった（P＜

0.05）。以上の結果は，シカがデコイを社会的に認知したことを示しており，デコイは広大な生息地の中でシ

カを局所的な場所に誘引することができる有効な捕獲補助器具であることが明らかになった。
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緒 言

近年，ニホンジカ（Cervus nippon；以下，シカ）

による農林業被害や生態系被害が大きな問題となっ

ている。全国ではその対策として，防護柵の設置な

どの被害管理と同時に，各地域の実情に合わせた個

体数管理を実施している。例えば長野県では，第３

期特定鳥獣保護管理計画（ニホンジカ）が策定さ

れ ，毎年約30,000頭捕獲することによって，県下

に生息している104,600頭を５年間で35,100頭にす

る計画を立てた。しかし，一般的に行われている銃

器による猟法では，シカを追い立てることにもつな

がり，捕獲効率を低下させると考えられる。Kamei
 

et al（2010）は，猟期中にシカが，保護区や狩猟者

が立ち入りにくい場所に生活のコアエリアを移すこ

とを報告した 。オジロジカ（Odocoileus  vir-

ginianus）の研究でも，狩猟期開始直後，可猟区か

ら保護区や狩猟圧の低い地域に移動する個体の存在

が知られている 。さらに，個体数管理の従事

者は主に狩猟者であり，これらの人々は年々減少し，

高齢化が進んでいる 。したがって，銃器を用いた

能動的捕獲のみでは，前述の保護管理計画に基づい

た年間目標捕獲頭数を達成できないと考えられる。

その一方，受動的捕獲であるワナを用いた捕獲は，

その取扱い規制が少なく，捕獲数の増加に期待が集

まっている。シカの捕獲で頻繁に用いられているく

くりワナは，運搬が容易で，安価である。くくりワ

ナは，獣道に置いた直径12㎝の輪にシカが肢を入れ

ることで捕獲するので，捕獲の成否はシカの行動に

強く依存する。したがって，その捕獲効率は必ずし

も高くない。

以上のような現状において，保護管理計画での目

標頭数を達成するためには，能動的捕獲の点からは，

少人数で効率的な手法であるということが求められ

る。また，受動的捕獲の点からは，局所的な捕獲場

所にシカを効果的に誘引するということが求められ

る。これまでに，シカが社会性の動物であるという

特徴を利用した誘引法として，等身大の模型（以下，

デコイ）や写真などが北米を中心に経験的に用いら

れてきた。北米でシカデコイが利用される理由とし

て，単独でシカを待ち伏せし，捕獲する猟法が採用

されていることが挙げられる。したがって，シカデ

コイの利用は捕獲効率の増加につながると考えられ

る。しかし，デコイに対する野生ジカの行動反応や

その誘引効果は，科学的に証明されていない。これ

までに，動物種は異なるものの，小笠原諸島に生息

するアホウドリ（Diomedea albatrus）の営巣地移

転を目的に，デコイが用いられ，新たな営巣場所へ

の誘引に成功している 。

そこで本研究では，能動的および受動的狩猟にお

いて，省力的に捕獲場所へシカを誘引する手法の開

発を目的とし，精巧に作られた等身大のシカデコイ
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に対する野生ジカの行動反応を調べた。

材料および方法

調査は，長野県下伊那郡大鹿村の向山牧場（標高

1,640ⅿ，総面積33 ），および北海道大学北方生物

圏フィールド科学センター静内研究牧場（標高400

ⅿ，総面積470 ）の人工牧草地内で行った。

向山牧場での調査は，2009年４月９日から６月15

日（春季）までの67日間，10月20日から11月14日

（秋季）までの25日間とした。この間，５月28日か

ら10月20日までは，50頭の黒毛和種育成牛が預託放

牧されていた。事前にスポットライトセンサス法で，

シカが高頻度に出現する牧区を明らかにし，その中

から春季は６箇所，秋季は春季と異なる別の４箇所，

計10箇所に5ⅿ×5ⅿの試験区を設定した。デコイは

各試験区に，春季には１体ないし４～５体，秋季に

は５体の雌オグロジカのデコイ（Flambeau Mas-

ter Series Doe Deer Decoy，Cabela’s社製，写真

１）を置いた。春季に設置したデコイは，いずれも

立位姿勢で，秋季に設置したデコイは，５体中３体

を伏臥姿勢で，２体を立位姿勢とした。そして，各

試験区の全体が撮影されるように赤外線センサーカ

メラ（Feildnote DS1000，麻利府商事製）を２台な

いし３台配置した。なお本研究では，群れを形成す

る傾向が強いメスのデコイを用いた。

静内牧場での調査は，2010年10月24日から10月26

日までの３日間とした。向山牧場と同様に，事前に

シカの頻繁な出没を確認した牧区の中から５箇所

（５ⅿ×５ⅿ）を選んだ。そして，出没するシカが

ホンシュウジカよりも大きいエゾシカであるため，

向山牧場での実験とは異なり，雄オグロジカのデコ

イ（Flambeau Master Series Buck Deer Decoy，

Cabela’s社製）を置いた。このデコイからは角を

除去し，その外観を雌に見立て，５箇所のうち３箇

所では伏臥姿勢で，２箇所では立位姿勢で，各試験

区に１体ずつ設置した。赤外線センサーカメラ

（I40Digital Game Camera，Cabela’s社製）は，

試験区全体が撮影されるように各試験区に１台置い

た。なお，向山牧場で用いた赤外線センサーカメラ

と静内の赤外線センサーカメラとの間に，大きな撮

影性能の差はないことを事前に確認した。

撮影された写真をもとに，シカの撮影頭数および

設置したデコイに対する行動反応を表１に示したエ

ソグラムに従い，維持行動，社会行動，生殖行動，

その他の行動に分け，その回数を記録した。同一地

点で，同時間帯に撮影された重複データは，１台分

のデータのみを解析に用いた。さらに，塚田ら の

方法に準じて，同試験区内で30分未満に複数枚撮影

された場合には，そのうちの最大撮影頭数および最

大行動反応回数を解析に用いた。ただし，撮影され

た個体の体サイズや体毛の状態から別個体と判別で

きるものについては，分けて記録した。得られた

データのうち休息行動については，塚田ら の方法

に従い，100カメラ稼働日あたりの頻度として算出

し，Mann－WhitneyのＵ検定を用いてデコイを１

体設置したときと複数設置したときの撮影頻度を比

した。
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写真１．等身大シカ模型（デコイ）

表１．行動反応の記録に用いたエソグラム

維持行動 休息行動

探査行動

試験区内における伏臥位休息

視る，触れる，嗅ぐ

社会行動 敵対行動 頭突き押し（攻撃）

回避・逃避

生殖行動 性行動 雄個体による陰部嗅ぎ（性的探査行動）

雄個体による乗駕

その他の行動 接近
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結 果

向山牧場では春季と秋季あわせて，撮影されたシ

カ延べ415頭のうち，35.4％の147頭がデコイに対し

て行動反応を示し，そのうちの95.9％が雌であった

（表２）。確認された行動反応のうち，探査行動

（写真２，３）を示した個体は春季で39％，秋季で

は46％だった（図1a，b）。また，デコイからの回

避および逃避行動（写真４）を示した個体は春季の

みで，わずか３頭だった。デコイの側で休息行動

（写真５）を示した個体は，春季で５％，秋季では

28％だった（図1a，b）。静内牧場で，撮影された

シカ延べ143頭のうち，11.2％の16頭がデコイに対

して行動反応を示し，うち雌は75％だった（表２）。

探査行動を示した個体は，確認された行動反応の

73％を占めた（図1c）。そして，デコイからの回避

シカデコイに対する野生ニホンジカの行動反応 11

表２．デコイに対して行動反応を示した野生ジカの頭数

向山牧場（春季） 向山牧場（秋季） 静内牧場（秋季）

♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀

0 100 6 41 4 12

単位：延べ頭数

写真２．デコイを視たシカ

写真３．デコイに触れたシカ

写真４．デコイから逃避したシカ

図１．デコイに対する野生ジカの行動反応割合

ａ：向山牧場（春季）

ｂ：向山牧場（秋季）

ｃ：静内牧場
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および逃避行動は観察されなかったものの，デコイ

の頭部に頭突き押しし，デコイを破壊した雄ジカが

１頭観察された（写真６）。さらに，デコイに対す

る野生雄ジカによる性行動（陰部嗅ぎ，乗駕）も３

回確認できた（写真７，８）。しかし，デコイの側

で休息行動を示した個体は１頭もいなかった。

両牧場において，デコイへの接触が確認された写

真をもとにその探査部位を分析したところ，59％が

頭部であった（図２）。そして，向山牧場において

休息行動を示したシカの撮影頻度をデコイ設置頭数

との関係で比 したところ，デコイを１体設置

（0.7±2.2回／100カメラ日）したときよりも複数

設置（35.4±58.2回／100カメラ日）したときのほ

うが有意に多かった（P＜0.05）。

考 察

一般的に野生動物は開けた場所に出る前に，強く

警戒するが，両牧場ともに，ほとんどのシカがデコ

イに対して警戒心を抱くことなく，様々な行動反応

を示した。社会性動物であるシカを実験的に単離す

ると，心理的ストレスから心拍数が増加する 。ま

た同じように社会性動物であるヒツジおよびウシで

12 信州大学農学部AFC報告 第10号 (2012)

写真５．デコイ側で伏臥休息したシカ

写真６．デコイに頭突き押しし，デコイ頭部を破壊した

雄ジカ

写真７．デコイの陰部を嗅いだ雄ジカ

写真８．デコイに乗駕した雄ジカ
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は，単離条件下において鏡を提示することにより，

心理的ストレスが緩和されると報告されている 。

したがって，林縁から出没したシカは，開けた放牧

地内に存在したシカデコイを視覚的に認知し，警戒

心を高めることなく試験区内に出没したと考えられ

た。

そして，シカは見慣れぬシカデコイに対して，探

査行動を多く示した。探査行動は，聴く，視る，嗅

ぐ，触れる，舐める，嚙むなどの行動単位があり，

物体に対しての探査と社会的存在への探査の２つに

大別される 。ペットとして飼育されているイヌに

遠隔操作のできる車，AIBOロボット（ソニー社製

のイヌ型ロボット）を提示した結果，嗅ぐという社

会的探査行動が車よりもAIBOロボットに対して

有意に増加したという報告がある 。この結果は，

AIBOロボットという無機的な物体を社会的に認知

したと考えられる。本研究で認められた探査行動は，

デコイという物体への探査であるとともに，社会的

探査行動である可能性が推察された。

本研究では，デコイに対して臭い物質は一切付け

13シカデコイに対する野生ニホンジカの行動反応

写真９．デコイに性行動を示した雄ジカ

ａ：陰部嗅ぎ，ｂ：陰部舐め，ｃ：並列並び，

ｄ：顎乗せ，ｅ：乗駕
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ていなかったが，野生雄ジカによる性行動が認めら

れた。そして，認められた性行動は，陰部嗅ぎ，陰

部舐め，並列並び，顎乗せ，乗駕という一連の行動

連鎖を示していた（写真９）。これらの結果は，微

動だりともしないデコイがスタンディング姿勢を

とっていると雄ジカが認識し，最終的に乗駕行動を

示したものと考えられた。

また，デコイに接触した個体は多くが頭部を探査

していた。視覚による個体の認識は，識別個体の顔

が最も重要な認識要素とされており，正確な顔の輪

郭および目の存在が鍵刺激となる 。つまり，試験

区に出没したシカは，そこに置かれたデコイの頭部

を探査することで，顔を認識しようと試みた可能性

があった。

さらに本研究では，１頭よりも複数のデコイを置

いた試験区で，休息行動が多く観察された。他動物

種ではあるがウシにおいてTakeda et al は，顔見

知り育成牛の頭数が１頭よりも４頭だったときのほ

うが，心理ストレス環境下における社会的安寧効果

が高かったことを報告している。また，シカについ

ては公共牧場に出没したシカのグループサイズが増

加するにつれて，１頭あたりの警戒行動回数が減少

すること や，アカシカ（Cervus elaphus）は，シ

カ科以外の動物（例えばウシやヒツジ，ブタ）より

も同種個体を提示することで警戒行動が減少し，休

息行動が増加する ことが知られている。これらの

研究報告から，シカはデコイを同種個体として社会

的に認知し，１体よりも複数体置いた試験区におい

て社会的安寧度が高かったと考えられた。

以上より，デコイは広大な生息地の中でシカを局

所的な場所に誘引できる有効な捕獲補助器具である

ことが明らかになった。また，デコイを複数体置く

ことは，シカの社会的安寧度を高め，誘引場所に一

定時間シカを留めて置くことができるので，銃器の

狙いを外すことなく確実な捕獲につながると考えら

れた。
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図２．野生ジカにおけるデコイへの探査部位
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Behavioural responses of wild sika deer to life-size deer decoys
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Summary
 

The behavioural responses of wild sika deer,Cervus nippon,to life-size deer decoys were investigated
 

with the goal of reducing the labour involved in culling deer.A few deer showed avoidance and escape
 

behaviours from the decoy,while most deer showed behavioural responses that did not involve caution.

The percentage of deer that showed investigative behaviours,such as watching,sniffing,and touching the
 

decoy,was 39% in spring and 46% in autumn in the Mukaiyama pasture and 73% in autumn in the
 

Sh unai pasture. Sexual behaviour of male deer toward the decoy was observed. The photographed
 

frequency of deer showing recumbency behaviour beside multiple decoys (35.4±58.2/100 camera days)

was significantly(P 0.05)greater than at the side of a single decoy(0.7±2.2/100 camera days).These
 

results show that the deer recognised the decoys socially,and that decoys are useful for enticing deer into
 

specific areas.In
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15シカデコイに対する野生ニホンジカの行動反応




